日蓮聖人の伝教大師観をめぐって : 日蓮聖人筆『秀句十勝鈔』を契機として by 渡邊 寶陽
一　
 
日
蓮
聖
人
は
、
な
ぜ
叡
山
で
の
筆
写
書
を
残
さ
な
か
っ
た
の
か 
　
　
　
　
～
恵
心
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
決
別
～
　
最
近
、
筆
者
は
、
日
蓮
聖
人
が
叡
山
で
の
研
鑽
中
、
お
そ
ら
く
多
数
の
書
物
の
筆
写
を
な
さ
っ
た
で
あ
ろ
う
の
に
、
そ
の
一
書
も
残
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
？
と
い
う
疑
問
に
取
り
付
か
れ
て
い
る
。
中
尾
堯
文
｛
立
正
大
学
名
誉
教
授
｝
は
、
一
遍
聖
が
正
応
二
年
八
月
二
日
に
「
遺
戒
」
の
詞
を
聖
戒
に
書
き
取
ら
せ
る
と
、
八
月
十
日
、
所
持
の
書
籍
を
焼
い
た（１
）故
事
を
思
う
と
説
く
が
、
一
遍
聖
の
場
合
は
死
去
に
際
し
て
の
事
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
、
立
教
開
宗
に
先
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
は
お
お
い
に
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
以
前
の
日
蓮
聖
人
の
筆
写
が
伝
来
す
る
の
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
日
蓮
聖
人
出
家
得
度
の
翌
年
十
一
月
十
四
日
に
、
清
澄
山
で
筆
写
し
た
三
井
門
流
に
お
け
る
天
台
法
華
宗
の
秘
書
な
ど
と
い
わ
れ
る
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決　
上
』｛『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
四
巻・
二
八
七
五
頁
。『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
：
歴
史
篇
五
一
〇
頁
』「
授
決
集
」
の
項
｝
と
、
立
教
開
宗
の
前
々
年
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
十
一
月
二
十
四
日
に
京
都
五
帖
坊
門
富
小
路
付
近
で
筆
写
し
た
新
義
真
言
宗
の
開
祖・
覚
鑁
の
著
『
五
輪
九
字
明
秘
密
義
釈
』｛『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
八
七
五
頁
。『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典・
歴
史
篇
』
三
七
六
頁
｝
の
み
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
～
日
蓮
聖
人
筆
『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
契
機
と
し
て
～
渡
　
邊
　
寶
　
陽
1
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
国
際
日
蓮
学
研
究
所　
日
蓮
学　
第
四
号　
令
和
二
年
十
月
　
推
論
す
る
と
こ
ろ
、
日
蓮
聖
人
が
遊
学
さ
れ
た
比
叡
山
延
暦
寺・
横
川
に
は
、『
往
生
要
集
』
三
巻
｛
本
末
六
帖
｝
を
著
し
た
惠
心
僧
都
源
信
（
九
四
二・
天
慶
五
年
～
一
〇
一
七・
寛
仁
元
年
）
の
「
極
楽
往
生
」
の
宗
風
が
残
さ
れ
て
い
た
と
推
論
す
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
当
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
源
信
は
、
九
八
四
年
（
永
観
二
年
）
十
一
月
か
ら
同
書
を
書
き
始
め
、
翌
年
四
月
に
完
成
。
完
成
後
、
中
国
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。｛『
岩
波
仏
教
辞
典
』
八
六
頁
～
。「
往
生
要
集
」
の
項
｝。
周
知
の
通
り
、
中
国
に
お
け
る
浄
土
教
隆
盛
の
影
響
が
叡
山
仏
教
に
も
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
往
生
要
集
』
は
、
厭
離
穢
土・
欣
求
浄
土・
極
楽
証
拠・
正
修
念
仏・
助
念
方
法・
別
時
念
仏・
念
仏
利
益・
念
仏
証
拠・
往
生
諸
業・
問
答
料
簡
の
十
門
か
ら
な
る
。｛
前
同
書
｝
　
勿
論
、『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
あ
り
得
な
い
。
た
だ
、
伊
豆
流
罪
の
地
で
著
し
た
『
顕
謗
法
抄
』
中
、「
第
一　
八
大
地
獄
の
因
果
を
明
か
す
」｛『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
四
八
頁
～
｝
の
記
述
は
、『
往
生
要
集
』
の
記
述
に
も
と
づ
く
と
理
解
さ
れ
る（２
）か
ら
、
日
蓮
聖
人
が
横
川
で
『
往
生
要
集
』
に
接
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
二　
伝
教
大
師
最
澄
の
法
華
経
体
験
と
の
共
鳴
　
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
終
始
、
安
房
国
を
は
じ
め
、
東
国
の
現
状
を
憂
い
た
日
蓮
聖
人
が
、
叡
山
で
の
勉
学
に
疑
問
を
懐
き
、
そ
れ
ま
で
の
一
切
を
放
擲
し
て
、
釈
尊
⇒
天
台
大
師
智
顗
⇒
伝
教
大
師
最
澄
へ
の
帰
依
に
よ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
『
法
華
経
』
へ
の
帰
依
に
集
中
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
常
識
と
さ
れ
る
が
、
浅
井
圓
道
教
授
は
、
最
澄
の
根
本
理
念
は
圓・
禅・
戒・
密
の
四
宗
融
合
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る（３
）。
む
し
ろ
、
日
蓮
聖
人
が
伝
教
大
師
最
澄
を
評
価
す
る
の
は
、
日
蓮
聖
人
が
『
最
澄
の
法
華
経
体
験（４
）』｛『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』
二
三
一
頁
以
下
｝
に
親
近
感
を
得
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
？　
と
い
う
の
が
、
浅
井
教
授
の
結
論
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
要
約
し
た
の
が
「
法
華
経
と
伝
教
大
師
」｛『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』
一
七
七
頁
以
下
｝
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
同
稿
に
は
「
日
蓮
の
最
澄
観
」
と
し
て
、
大
要
、
以
下
の
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
2
日
蓮
学
　
第
四
号
⑴　
 
文
永
三
年
正
月　
『
法
華
題
目
抄
』　 
「
根
本
大
師
門
人
日
蓮
」
と
自
署
し
て
根
本
大
師
最
澄
の
信
仰
の
跡
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
明
示
。｛『
昭
和
定
本
』
三
九
一
頁
｝
⑵　
 
文
永
九
年
二
月　
 『
開
目
抄
』　 「
日
蓮
云
、
日
本
国
に
仏
法
わ
た
り
て
す
で
に
七
百
余
年
、
但
だ
伝
教
大
師
一
人
計
り
法
華
経
を
よ
め
り
と
申
す
を
ば
諸
人
こ
れ
を
用
い
ず
」｛『
昭
和
定
本
』
五
四
九
頁
｝
と
、
日
本
仏
教
史
上
、
最
澄
の
み
が
法
華
経
を
色
読
し
た
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
と
し
、
⑶　
 
文
永
十
年
五
月　
 
『
顕
仏
未
来
記
』
釈
尊・
天
台
大
師
智
顗・
伝
教
大
師
最
澄
に
日
蓮
聖
人
を
加
え
て
「
三
国
四
師
」｛『
昭
和
定
本
』
七
四
三
頁
｝
と
外
相
承
を
明
ら
か
に
し
、
⑷　
 
文
永
十
年
七
月
八
日
「
佐
渡
始
顕
の
曼
荼
羅
」
に
天
台
大
師・
伝
教
大
師
を
勧
請
し
、
以
降
、
恒
例
と
し
た
。
　
な
お
、
前
記
四
項
に
、
さ
ら
に
余
言
を
加
え
れ
ば
、
左
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
⑸　
 
日
蓮
聖
人
は
、『
法
華
題
目
抄
』
以
前
に
、『
顕
謗
法
鈔
』［
弘
長
二
年・
『
昭
和
定
本
』
二
七
四
頁
で
は
、「
本
朝
沙
門　
日
蓮
撰
」
を
称
し
て
い
る
。
⑹　
 『
行
敏
訴
状
御
会
通
』｛
文
永
八
年・
同
四
九
九
頁
｝
で
は
、
桓
武
天
皇
と
孝
謙
天
皇
の
時
代
に
、
小
乗
戒
壇
を
三
所
に
建
て
た
こ
と
を
最
澄
が
批
判
し
、
六
宗
の
碩
徳
が
退
状
を
捧
げ
、「
伝
教
大
師
に
帰
依
し
て
、
圓
頓
の
戒
體
を
伝
授
」
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑺　
 『
祈
祷
鈔
』｛
文
永
九
年・
同
六
六
七
頁
～
｝
で
は
、「
本
朝
沙
門
」
を
称
し
て
い
る
。
⑻　
 『
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』｛
文
永
十
年
二
月
十
五
日・
同
六
九
一
頁
～
｝
で
は
「
法
華
宗
比
丘
」。
⑼　
 『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』｛
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日・
同
七
〇
二
頁
～
｝
で
は
、「
本
朝
沙
門　
日
蓮
撰
」。
⑽　
 『
顕
仏
未
来
記
』｛
文
永
十
年
閏
五
月
十
一
日・
同
七
三
八
頁
～
｝
で
は
、
巻
初
に
「
沙
門
日
蓮
勘
之
」。
巻
末
に
「
桑
門　
日
蓮　
記
之
」。
⑾　
 『
法
華
取
要
抄
』｛
文
永
十
一
年
五
月
二
十
四
日・
同
八
一
〇
頁
～
｝
で
は
、「
扶
桑
沙
門　
日
蓮
述
之
」。
⑿　
 『
撰
時
抄
』｛
建
治
元
年
六
月・
同
一
〇
〇
三
頁
～
｝
で
は
、「
釈
子　
日
蓮
述
」
⒀　
 『
立
正
安
国
論
（
広
本
）』｛
建
治・
弘
安
の
頃・
同
一
四
五
五
頁
～
｝
で
は
、「
沙
門
日
蓮
勘
う
」。
3
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
⒁　
 『
法
華
証
明
鈔
』｛
弘
安
五
年
二
月
二
十
八
日・
同
一
九
一
〇
頁
｝
で
は
、「
法
華
経
の
行
者
日
蓮
（
花
押
）」
三　
『
図
録
』
に
収
め
ら
れ
る
「
秀
句
十
章
鈔
」
の
再
点
検
　
『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
巻
（
二
三
五
九
頁
～
）「
第
三
輯　
図
録
」
に
収
載
さ
れ
る
。《
真
蹟
》
が
中
山
「
法
華
経
寺
」
に
護
持
さ
れ
、
古
来
よ
り
『
録
内
御
書
』
二
十
四
巻
に
収
録
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）
が
、
伝
教
大
師
最
澄
｛
七
六
七
～
八
二
二
｝
著
の
『
法
華
秀
句
』
を
抜
き
書
き
し
、
そ
の
間
に
日
蓮
聖
人
の
自
説
を
書
き
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
浅
井
円
道
博
士
は
『
法
華
秀
句
』
に
つ
い
て
、「
天
台
教
学
の
一
乗
思
想
に
立
つ
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
が
、
法
相
宗
の
三
乗
思
想
を
標
榜
す
る
徳
一
｛
生
没
年
不
詳
｝
に
対
し
て
批
判
を
加
え
た
書
物
」
と
『
日
蓮
宗
事
典
』
で
紹
介
し
て
い
る（５
）。「
秀
句
十
勝
鈔
」
撰
述
に
つ
い
て
は
、
文
永
八
年
説
と
弘
安
元
年
説
と
が
あ
っ
た
。
浅
井
要
麟
教
授
は
『
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
』
編
纂
に
あ
た
り
日
蓮
の
筆
蹟
で
は
な
い
と
し
た（６
）。
だ
が
、
神
保
日
慈
上
人
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
全
国
の
日
蓮
宗
寺
院
や
日
蓮
聖
人
遺
文
継
承
者
を
訪
ね
て
、
戦
争
時
代
の
苦
難
と
闘
い
、
遂
に
昭
和
二
十
七
年
～
三
十
四
年
に
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
』
五
函
を
完
成
し
た
片
岡
随
喜
居
士
｛
立
正
安
国
会
｝
等
の
尽
力
に
よ
り
、
日
蓮
の
真
蹟
の
研
究
が
進
展
し
た
。『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』｛
昭
和
五
一
年
～
｝
の
解
説
｛
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所・
執
筆
｝
で
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
か
ら
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。『
秀
句
十
章
鈔
』
は
、
細
筆・
太
筆
を
用
い
て
の
細
字
と
大
書
の
筆
蹟
が
入
り
交
じ
り
、
複
数
人
の
書
写
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
長
年
の
真
蹟
研
究
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
日
蓮
聖
人
の
筆
蹟
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
の
書
は
一
気
呵
成
に
筆
が
運
ば
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
複
数
時
に
筆
写
さ
れ
た
『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
特
異
の
例
で
あ
る
。
　
浅
井
円
道
博
士
は
日
蓮
聖
人
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
十
勝
の
う
ち
、
第
一・
第
三
を
除
く
各
勝
の
終
わ
り
に
、
日
蓮
聖
人
は
自
説
を
付
し
、
真
言
宗
批
判
を
展
開
し
て
居
る
と
指
摘
す
る
｛『
日
蓮
宗
事
典
』｝。
本
稿
の
後
半
で
は
、
延
々
と
三
乗
思
想
を
批
判
す
る
『
法
華
秀
句
』
十
勝
の
う
ち
、
日
蓮
聖
人
が
抜
き
書
き
し
た
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
筆
者
が
『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
つ
い
て
関
心
を
強
く
し
た
理
由
は
、
日
蓮
聖
人
が
十
数
年
に
わ
た
っ
て
、
4
日
蓮
学
　
第
四
号
営
々
と
し
て
叡
山
で
学
ん
だ
事
蹟
を
捨
て
て
、『
法
華
経
』
に
専
心
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
疑
問
を
懐
く
こ
と
に
よ
る
。
梅
原　
猛
氏
が
言
う
よ
う
に
、
貴
族
階
級
を
中
心
と
す
る
京
畿
に
あ
っ
て
は
、
東
国
安
房
国
か
ら
来
た
田
舎
人
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う（７
）。
日
蓮
聖
人
は
速
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
相
当
量
の
筆
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
が
一
切
伝
え
ら
れ
な
い
の
は
何
故
な
の
か
？　
と
い
う
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
つ
け
て
思
い
起
こ
す
の
は
『
授
決
圓
多
羅
義
集
唐
決
』
で
あ
る（８
）。
　
昭
和
十
年
の
頃
、
日
蓮
聖
人
十
七
歳
の
書
写
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
』
が
、
神
奈
川
県
の
金
沢
文
庫
で
、
恵
谷
隆
戒
教
授
｛
後
の
仏
教
大
学
長
｝
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
立
正
大
学
教
授・
稲
田
海
素
師
等
に
よ
っ
て
日
蓮
の
筆
蹟
と
鑑
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
長
三
年
十
一
月
二
十
四
日
戌
の
時
、「
京
都
五
帖
之
坊
門
富
小
路
」
付
近
で
書
写
し
た
『
五
輪
九
字
明
秘
密
義
釈
』
が
正
中
山
「
法
華
経
寺
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
八
七
五
頁
「
親
写
本
奥
書
」｝。
そ
れ
以
外
に
は
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
立
教
開
宗
以
前
の
日
蓮
聖
人
の
書
写
本
は
伝
え
ら
れ
な
い
。
叡
山
で
の
日
蓮
聖
人
の
勉
学
に
つ
い
て
は
、
浅
井
要
麟
教
授
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』｛
平
楽
寺
書
店・
昭
和
二
十
年
刊
｝、
山
川
智
応
居
士
『
日
蓮
聖
人
研
究
』｛
新
潮
社・
昭
和
七
年
刊
｝｝
で
、「
俊
範
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
が
、
高
木　
豊
教
授
の
「
日
蓮
が
一
受
講
者
で
あ
っ
た
」｛『
日
蓮
ー
そ
の
行
動
と
思
想
ー
』｝
と
推
考
す
る
の
が
、
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
四　
『
秀
句
十
章
鈔
』
と
佐
渡
期
の
著
作
と
の
関
連 
　
　
　
　
＝『
開
目
抄
』『
観
心
本
尊
抄
』『
顕
仏
未
来
記
』
と
の
関
連
＝
　
上
述
の
叡
山
遊
学
中
の
勉
学
と
は
別
に
、
文
永
八
年
｛
一
二
七
一
｝
か
ら
弘
安
元
年
｛
一
二
七
九
｝
ま
で
、
足
か
け
八
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
日
蓮
聖
人
が
伝
教
大
師
の
『
法
華
秀
句
』
を
読
み
込
み
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
草
し
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。
文
永
八
年
は
、
日
蓮
聖
人
「
四
大
法
難
」
の
最
大
の
法
難
で
あ
る
『
龍
口
法
難
』
に
遭
遇
し
、
佐
渡
国
の
領
主・
本
間
氏
の
館
に
留
め
置
か
れ
た
後
、
佐
渡
国
に
送
ら
れ
、
日
蓮
聖
人
が
そ
の
翌
年
、
文
永
九
年
二
月
に
『
開
目
抄
』
を
撰
述
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
、
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
に
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
を
撰
述
し
て
、
5
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
日
蓮
聖
人
の
至
高
の
仏
教
哲
学
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
周
知
の
通
り
、
両
著
は
《
二
大
著
述
》
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
が
、「
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
」
の
認
識
を
あ
き
ら
か
に
し
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
受
持
」
の
意
義
を
撰
述
し
た
時
期
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
な
ぜ
『
法
華
秀
句
』
を
読
み
込
ん
だ
の
か
？　
こ
れ
ら
枢
要
な
著
述
の
な
か
で
、『
秀
句
十
章
鈔
』
に
関
連
す
る
点
に
つ
い
て
辿
っ
て
み
た
い
。
《
壱
》　
『
開
目
抄
』
と
の
関
連
　
『
開
目
抄
』
中
、「
伝
教
大
師
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
例
は
五
箇
所
ほ
ど
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
法
華
秀
句
』
の
書
名
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
Ａ
．「 
日
蓮
云
く
、
日
本
に
仏
法
わ
た
り
て
す
で
に
七
百
余
年
、
但
だ
伝
教
大
師
一
人
計
り
法
華
経
を
よ
め
り
と
申
す
を
ば
諸
人
こ
れ
を
用
い
ず
。」
｛『
昭
和
定
本
』
五
四
九
頁
８
行
～
｝
Ｂ
．「 
さ
れ
ば
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台・
伝
教
に
は
一
分
も
及
ぶ
事
な
け
れ
ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲
の
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
べ
し
。」｛『
昭
和
定
本
』
五
五
九
頁
５
行
～
｝
Ｃ
．「 
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
へ
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ば
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天
台・
伝
教
い
ま
だ
よ
み
給
は
ず
。
況
ん
や
余
人
を
や
。
末
法
の
始
め
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
え
に
、
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
よ
め
り
。」｛『
昭
和
定
本
』
五
六
〇
頁
３
行
～
｝
Ｄ
．「 
日
本
国
に
此
法
顕
る
る
こ
と
二
度
な
り
。
伝
教
大
師
と
日
蓮
と
な
り
と
し
れ
。
無
眼
の
も
の
は
疑
ふ
べ
し
。
此
の
経
文
は
日
本・
漢
土・
月
氏・
竜
宮・
天
上・
十
方
世
界
の
一
切
経
の
勝
劣
を
釈
迦・
多
宝・
十
方
の
仏
来
集
し
て
定
め
給
ふ
な
べ
し
。」｛『
昭
和
定
本
』
五
八
三
頁
７
行
～
｝
Ｅ
．「 
天
台
大
師
の
南
北
、
竝
び
に
得
一
に
三
寸
の
舌
も
て
五
尺
の
身
を
た
つ
と
、
伝
教
大
師
の
南
京
の
諸
人
に
最
澄
未
だ
唐
都
を
見
ず
等
と
い
わ
6
日
蓮
学
　
第
四
号
れ
さ
せ
給
し
、
皆
法
華
経
の
ゆ
へ
な
れ
ば
は
ぢ
な
ら
ず
。
愚
人
に
ほ
め
ら
れ
た
る
は
第
一
の
は
ぢ
な
り
。｛『
昭
和
定
本
』
六
〇
八
頁
12
頁
～
｝
『
開
目
抄
』
は
佐
渡
に
渡
っ
た
翌
年
｛
文
永
九
年・
一
二
七
二
｝
二
月
、
遺
言
の
書
と
し
て
執
筆
し
た
の
で
、『
秀
句
十
章
鈔
』
を
背
景
に
持
ち
つ
つ
も
取
意
し
て
筆
を
進
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
弐
》　
『
観
心
本
尊
抄
』
と
の
関
連
Ａ
．「 
伝
教
大
師
云
く
、
此
の
法
華
経
は
最
も
為
れ
難
信
難
解
な
り
。
随
自
意
の
故
に
等
云
々
」｛『
昭
和
定
本
』
七
〇
九
頁
12
行
｝
と
い
う
『
法
華
秀
句
』
の
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、「
所
謂
、
月
氏
の
釈
尊・
真
旦
の
智
者
大
師・
日
域
の
伝
教
。
此
の
三
人
は
内
典
の
聖
人
な
り
」
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
言
葉
が
つ
づ
く
｛『
昭
和
定
本
』
七
〇
九
頁
14
行
｝。
　
　
　
 
＊ 
こ
の
「
伝
教
大
師
～
」
の
句
は
、『
伝
全
』
第
三・
二
五
〇
頁
11
行
＝
『
天
台
宗
聖
典
』『
法
華
秀
句
』｛
仏
説
諸
経
校
量
勝　
五
｝
96
頁
15
行
。
及
び
、『
秀
句
十
勝
鈔
』｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
四
頁
12
行
｝
に
記
録
さ
れ
て
い
る（９
）。
Ｂ
．「 
伝
教
云
く　
又　
神
力
品
に
云
く　
以
要
言
之
如
来
一
切
所
有
之
法　
乃
至　
宣
示
顕
説
（
以
上
経
文
）　
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
果
分
一
切
所
有
之
法・
果
分
一
切
神
力・
果
分
一
切
秘
要
之
蔵・
果
分
一
切
甚
深
之
事・
皆
於 
法
華 
宣
示
顕
説 
也
等
云
々
。」｛『
昭
和
定
本
』
七
一
八
頁
２
行
～
｝
　
　
　
 
＊ 
『
伝
全
』
第
三・
二
五
六
頁
４
行
＝
『
天
台
宗
聖
典
』｛
法
華
秀
句
｝
101
頁
２
行
～
６
行
｝。『
昭
和
定
本
』
二
三
六
二
頁
11
行
～
13
行
。
に
記
録
さ
れ
る
。
　
 　
 
こ
の
文
に
つ
づ
い
て
、
日
蓮
聖
人
は
以
下
の
よ
う
に
誌
し
て
い
る
。「
此
の
十
神
力
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て　
上
行・
安
立
行・
浄
行・
無
辺
行
等
の
四
大
菩
薩
に
授
与
し
た
ま
う
な
り
。
前
の
五
神
力
は
在
世
の
為
、
後
の
五
神
力
は
滅
後
の
為
。
爾
り
と
雖
も
、
再
往
之
を
論
ず
れ
ば
、
一
向
に
滅
後
の
為
也
。」｛『
昭
和
定
本
』
七
一
八
頁
４
行
～
６
行
｝
7
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
Ｃ
．「 
天
台
大
師
記
し
て
云
く　
『
後
の
五
百
歳　
遠
く
妙
道
に
沾
は
ん
。』　
妙
楽　
記
し
て
云
く
『
末
法
之
冥
利
無
に
非
ず
』」｛『
昭
和
定
本
』
七
二
〇
頁
１
行
～
｝
に
つ
づ
い
て
、
　
　
「 
伝
教
大
師
云
く　
『
正
像
稍
々
過
ぎ
已
っ
て
末
法
太
だ
近
き
に
有
り
』
等
云
々
｛『
守
護
国
界
章
』
上
の
下
。『
伝
全
第
二
』
三
四
九
頁
２
～
３
行
｝
が
引
用
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
日
蓮
聖
人
の
言
の
「
末
法
太
有
近
の
釈
は
、
我
が
時
は
正
時
に
非
ず
と
い
う
意
也
。」
が
綴
ら
れ
る
。｛『
昭
和
定
本
』
七
二
〇
頁
２
～
３
行
｝
Ｄ
． 
前
記
の
文
に
連
続
し
て
、
　
　
「 
伝
教
大
師
、
日
本
に
し
て
末
法
の
始
め
を
記
し
て
云
く
」
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
語
を
挿
し
挟
み
つ
つ
、『
代
を
語
れ
ば
、
像
の
終
わ
り
、
末
の
初
め
。
地
を
尋
ぬ
れ
ば
、
唐
の
東
、
羯
の
西
。
人
を
原
れ
ば
、
則
ち
五
濁
の
生
、
闘
諍
の
時
な
り
。
経
に
云
く
、『
猶
多
怨
嫉
況
滅
度
後
』。
此
の
言
、
良
に
以
へ
有
る
也
」｛『
伝
全
』
二
五
一
頁
７
行
＝
『
天
台
宗
聖
典
』
９
７
頁
１
行
～
３
行
｝｛『
昭
和
定
本
』
七
二
〇
頁
３
行・
４
行
｝
の
語
が
つ
づ
く
。
　
『
開
目
抄
』
で
は
、
伝
教
大
師
の
名
称
も
挙
げ
ら
れ
ず
、『
法
華
秀
句
』『
守
護
国
界
章
』
の
引
用
も
な
か
っ
た
が
、
日
蓮
聖
人
の
最
高
の
哲
学
書
と
も
言
う
べ
き
『
観
心
本
尊
抄
』
に
上
記
の
よ
う
な
伝
教
大
師
最
澄
の
著
作
か
ら
の
引
用
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
日
蓮
聖
人
が
、
一
方
で
は
、
歴
史
的
経
過
に
鑑
み
て
「
三
国
四
師
」
を
標
榜
し
つ
つ
、
内
観
に
於
い
て
は
、
久
遠
釈
尊
直
受
の
本
門
『
法
華
経
』
に
よ
る
『
南
無
妙
法
蓮
華
経
』
の
教
法
を
唱
え
た
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
理
解
の
共
通
項
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
、
伝
教
大
師
の
教
説
を
基
本
と
す
る
論
述
を
示
し
て
い
る
意
味
は
何
か
？　
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
《
参
》　
『
顕
仏
未
来
記
』
と
の
関
連
Ａ
． 『
守
護
国
界
章
』｛『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
｝
上
の
下・
三
四
九
頁
２
～
３
行
｝
の
、
8
日
蓮
学
　
第
四
号
　
　
「 
伝
教
大
師
云
く　
正
像
稍
過
已
末
法
太
有
近
云
々
」
を
『
顕
仏
未
来
記
』｛『
昭
和
定
本
』
七
三
九
頁
１
行・
２
行
｝
に
引
用
し
、
以
下
に
日
蓮
聖
人
が
「
末
法
の
始
め
を
願
楽
す
る
の
言
也
。
時
代
を
以
て
果
報
を
論
ず
れ
ば
、
龍
樹・
天
親
に
超
過
し
、
天
台・
伝
教
に
勝
る
る
也
。」
と
論
ず
る
。｛『
昭
和
定
本
』
七
九
三
頁
２
～
３
行
｝
Ｂ
． 
さ
ら
に
「
問
う
て
云
く　
後
五
百
歳
は
汝
一
人
に
限
ら
ず
。
何
ぞ
殊
に
之
を
喜
悦
せ
し
む
る
や
」｛『
昭
和
定
本
』
七
三
九
頁
３
行
｝
と
の
問
い
に
対
し
て
、「
天
台
大
師
」「
妙
楽
大
師
」「
智
度
法
師
」
の
文
を
挙
げ
｛『
同
』
七
三
九
頁
４
～
６
行
｝、
つ
づ
い
て
、「
伝
教
大
師
」
の
文
を
引
用
す
る
。
　
　
「 
伝
教
大
師
云
く　
代
を
語
れ
ば
則
ち
像
の
終
わ
り
、
末
の
始
め
、
地
を
尋
ね
れ
ば
唐
の
東
、
羯
の
西
、
人
を
原
ね
れ
ば
則
ち
五
濁
之
生
、
闘
諍
之
時
。
経
に
云
く
、
猶
多
怨
恨
嫉
況
滅
度
後
。
此
の
言
、
良
に
以
有
る
也
。
等
云
々
。｛『
法
華
秀
句
』
仏
説
諸
経
校
量
勝　
五
｛『
伝
全
』
第
三・
251
頁
７
～
８
行
。『
天
台
宗
聖
典
』
97
頁
１
行
。『
昭
和
定
本
』
七
三
九
頁
７
行・
８
行
｝
　
 　
 　
こ
の
引
用
に
つ
づ
い
て
、
日
蓮
聖
人
は
、「
此
の
伝
教
大
師
の
筆
跡
は
、
そ
の
時
に
当
た
る
に
似
た
れ
ど
も
、
意
は
当
時
を
指
す
な
り
。
正
像
稍
過
已
末
法
近
有
近
の
釈
に
心
有
る
か
。
経
に
云
く　
悪
魔・
魔
民・
諸
天・
龍・
夜
叉・
鳩
槃
荼
等
、
其
の
便
り
を
得
る
な
り
。
～
」「『
昭
和
定
本
』
七
三
九
頁
８
行
～
」
と
末
法
に
『
法
華
経
』
が
弘
ま
る
必
然
性
を
説
き
、
以
下
に
、「
正
法
千
年
は
教・
行・
証
の
三
つ
具
さ
に
之
を
備
う
。
像
法
千
年
に
は
教・
行
の
み
有
り
て
証
な
し
。
末
法
に
は
教
の
み
有
り
て
行・
証
な
し
」『
同
』
七
三
九
頁
14
行
～
七
四
〇
頁
１
行
｝
と
誌
し
、
以
下
に
関
連
事
項
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
疑
っ
て
云
く　
如
来
の
未
来
記　
汝
に
相
い
当
る
と
し
て　
但
し
五
天
竺　
竝
に
漢
土
等
に
も
法
華
経
の
行
者
之
れ
有
る
か
如
何
」｛『
昭
和
定
本
』
七
四
一
頁
５
行
～
｝
と
い
う
問
い
を
設
け
て
、
天
台・
妙
楽
等
に
筆
が
及
び
、
仏
陀
釈
尊
の
生
誕・
涅
槃
等
の
瑞
相
か
ら
、『
立
正
安
国
論
』
以
降
の
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
論
じ
て
、
次
項
Ｃ
の
伝
教
大
師
の
『
法
華
秀
句
』
を
挙
げ
る
。
Ｃ
．「 
伝
教
大
師
云
く　
浅
き
は
易
く　
深
き
は
難
し
と
は
、
釈
迦
の
所
判
な
り
。
浅
き
を
去
り
て
深
き
に
就
く
は
、
丈
夫
の
心
也
。
天
台
大
師
は
釈
迦
に
信
順
し
、
法
華
宗
を
助
け
て
震
旦
に
敷
揚
し
、
叡
山
の
一
家
は
天
台
に
相
承
し
、
法
華
宗
を
助
け
て
日
本
に
弘
通
す
等
云
々
。」｛
法
9
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
華
秀
句
」『
伝
全
』
第
三・
二
七
三
頁
４
～
５
行
。『
天
台
宗
聖
典
』
125
頁
10
行
～
12
行
｝。｛『
昭
和
定
本
』
七
四
二
頁
14
行
～
七
四
三
頁
１
行
｝。
　
以
上
、『
開
目
抄
』『
観
心
本
尊
抄
』『
顕
仏
未
来
記
』
に
引
用
さ
れ
た
伝
教
大
師
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』『
守
護
国
界
章
』
引
用
に
つ
い
て
瞥
見
し
た
。
こ
れ
ら
「
龍
口
法
難
」「
佐
渡
流
罪
」
後
の
枢
要
な
日
蓮
聖
人
の
論
述
を
瞥
見
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
書
写
さ
れ
た
『
法
華
秀
句
』
の
抜
き
書
き
『
秀
句
十
勝
鈔
』
と
の
関
連
に
目
を
見
張
る
思
い
が
す
る
。「
三
国
四
師
」
の
認
識
は
、「
外
相
承
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
四
大
法
難
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
法
難
を
経
て
、
日
蓮
聖
人
が
「
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
」
の
自
覚
に
達
し
た
と
き
、
日
蓮
聖
人
は
久
遠
釈
尊
の
内
証
を
得
た
と
し
て
、「
内
相
承
」
が
重
視
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
、「
内
相
承
」「
外
相
承
」
は
一
具
の
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
盾
の
両
面
の
位
相
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
た
び
、
あ
ら
た
め
て
『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
接
し
、
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
三
国
四
師
」
の
意
味
づ
け
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
次
第
で
あ
る
。
以
下
に
、
『
秀
句
十
勝
鈔
』
が
、
伝
教
大
師
の
『
法
華
秀
句
』
を
ど
の
よ
う
に
抜
き
書
き
し
た
の
か
の
一
端
の
覚
え
書
き
を
誌
し
た
い
。
五
、　
日
蓮
聖
人
が
伝
教
大
師
『
法
華
秀
句
』
を
抜
き
書
き
し
た
『
秀
句
十
勝
鈔
』
の
概
要
　
『
法
華
秀
句
』
は
、「
仏
説
已
見
真
実
勝　
一
」
以
下
の
十
項
よ
り
な
る
が
、
日
蓮
聖
人
も
こ
の
十
項
に
沿
っ
て
『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
草
し
て
い
る
。
天
台
教
学
に
批
判
を
加
え
た
法
相
宗・
徳
一
の
『
中
辺
義
鏡
』
に
対
し
て
、
最
澄
が
『
守
護
国
界
章
』
に
よ
っ
て
反
論
を
加
え
た
が
、『
法
華
秀
句
』
は
最
澄
か
ら
の
最
後
の
論
争
書
と
さ
れ
る
。｛『
岩
波
仏
教
辞
典
』｝
「
仏
説
已
顕
真
実
勝　
一
」『
伝
全
』
第
三・
一
頁
～
一
〇
九
頁
＝
『
天
台
宗
聖
典
』
12
頁
～
89
頁
。
　
こ
の
項
は
、
大
部
の
論
説
で
あ
る
。
同
書
の
頭
注
に
よ
れ
ば
二
十
九
の
点
か
ら
最
澄
が
徳
一
に
反
論
し
て
い
る
が
、『
法
華
秀
句
』｛『
天
台
宗
聖
典
』
12
頁
～
98
頁
（
通
し
頁
に
よ
る
）｝
に
わ
た
る
論
の
う
ち
、
日
蓮
聖
人
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
が
書
写
す
る
の
は
「
問
う
。
若
し
法
華
は
是
れ
権
の
攝
な
ら
ば
何
が
故
に
経
に
世
尊
法
久
の
後
、
要
（
か
な
ら
）
ず
当
に
真
実
を
説
く
べ
し
と
。
～
」｛『
同
』
45
頁
15
行
｝
と
、「
麤
食
者
第
二
の
理
、
法
華
を
謗
る
10
日
蓮
学
　
第
四
号
文
に
云
わ
く
、
言
う
所
の
理
と
は
第
一
周
の
中
に
舎
利
弗
自
ら
領
解
し
て
云
わ
く
、『
我
、
昔
、
仏
に
従
い
て
是
の
如
き
の
法
を
聞
き
、
諸
の
菩
薩
の
受
記
作
仏
す
る
を
見
る
。
而
も
我
等
は
斯
の
事
に
預
か
ら
ず
、
甚
だ
自
ら
感
傷
し
て
如
来
の
無
量
の
知
見
を
失
う
』
と
。｛
已
上
経
文
｝
に
つ
い
て
の
徳
一
へ
の
批
判
を
述
べ
た
箇
所
の
み
で
あ
る
。｛『
同
』
47
頁
12
行
～
｝
「
仏
説
経
名
示
義
勝　
二
」　　
『
伝
全
』
二
四
一
頁
～
二
四
二
頁
。『
天
台
宗
全
書
』
98
頁
～
。
　
本
項
は
短
文
で
あ
る
が
、『
法
華
秀
句
』
の
「
当
に
知
る
べ
し
。
果
分
の
経
に
十
七
の
名
を
具
す
る
こ
と
を
」
に
つ
い
て
、
日
蓮
聖
人
『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
十
七
の
名
を
あ
げ
、「
籤
七
に
、
今
、
略
し
て
法
華
論
十
七
名
中
の
意
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
第
十
六
既
に
妙
法
蓮
華
と
名
づ
く
。
当
に
知
る
べ
し
。
諸
名
な
ら
び
に
是
れ
法
華
の
異
名
の
み
」
と
注
記
し
て
い
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
一
頁
｝。
な
お
、
末
尾
に
「
歴
劫
修
行　
頓
悟
の
菩
薩
は
終
に
無
上
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
ざ
る
こ
と
を
。
未
だ
菩
提
の
大
直
道
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
終
に
不
得
の
言
、
大
小
倶
に
あ
り
～
」｛『
天
台
宗
聖
典
』
99
頁
10
行
～
｝
を
引
用
す
る
が
、
日
蓮
聖
人
は
以
上
の
引
用
後
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
「
日
蓮
疑
っ
て
云
く　
光
宅
の
法
華
疏
、
上
宮
の
法
華
疏
等
、
な
ら
び
に
畏・
智・
空
の
大
日
経
の
疏　
法
蔵
の
華
厳
経
疏
等
は
、
法
華
な
ら
び
に
一
切
経
の
意
に
順
ず
る
や
否
や
」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
二
頁
｝
と
記
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
が
十
七
異
名
を
重
視
し
、
法
華
経
解
釈
に
つ
い
て
諸
書
を
批
判
す
る
姿
勢
が
く
み
取
れ
よ
う
か
。
「
無
問
自
説
果
分
勝　
三
」『
伝
全
』
第
三・
二
四
二
頁
～
二
四
六
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
99
頁
～
。
　
方
便
品
の
『
仏
の
成
就
し
た
も
う
所
は
第
一
希
有
難
解
の
法
な
り
。
唯
仏
と
仏
と
の
み
乃
ち
能
く
究
尽
し
た
も
う
』｛『
天
台
宗
聖
典
』
100
頁
２
行
｝
等
の
方
便
品
の
経
文
に
よ
り
、
ま
た
「
諸
仏
世
尊
は
唯
一
大
事
の
因
縁
を
以
っ
て
の
故
に
出
現
す
」
等
の
経
文
、
さ
ら
に
如
来
神
力
品
の
「
要
を
以
て
之
れ
を
言
わ
ば
、
如
来
の
一
切
の
所
有
の
法
、
如
来
の
一
切
の
神
力
、
如
来
の
一
切
の
秘
要
の
蔵
、
如
来
の
一
切
の
甚
深
の
事
、
皆
此
の
経
に
於
い
て
宣
示
顕
説
す
」｛『
同
』
101
頁
３
行
～
｝
等
の
経
文
に
よ
っ
て
、『
法
華
経
』
が
果
分
の
経
で
あ
る
こ
と
を
闡
明
す
る
こ
と
を
強
調
し
、「
誠
に
願
わ
く
は
一
乗
の
君
子
、
仏
説
に
依
憑
し
て
口
伝
を
信
ず
る
こ
と
莫
れ
。
誡
文
を
仰
信
し
て
偽
会
を
信
ず
る
こ
と
勿
れ
。
天
台
所
釈
の
法
華
経
宗
は
諸
宗
に
勝
る
。
寧
ん
ぞ
所
伝
を
空
し
く
せ
ん
や
。」｛『
天
台
宗
聖
典
』
102
頁
８
～
10
頁
｝
と
結
ぶ
。
こ
の
後
に
、
日
蓮
聖
人
が
「
弘
安
元
年
」
と
大
書
し
て
い
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
三
頁
｝。
11
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
「
五
仏
道
同
帰
一
勝　
四
」　　
『
伝
全
』
二
四
六
頁
～
二
五
〇
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
92
頁
～
。
　
「
方
便
品
」
等
を
引
用
し
、「
過
去
の
諸
仏
」｛『
天
台
宗
聖
典
』
103
頁
13
行
｝、「
未
来
の
諸
仏
」｛『
同
』
104
頁
５
行
｝
を
示
し
、｛
法
華
経
以
前
の
｝
「
四
十
余
年
、
未
だ
真
実
を
顕
さ
ず
」
の
意
義
を
論
じ
｛『
同
』
105
頁
12
行
｝、「
法
華
の
一
乗
は
皆
悉
く
成
仏
す
」｛『
同
106
頁
３
行
』｝「
天
台
法
華
宗
は
出
世
本
法
の
説
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
後
一
の
宗
は
諸
宗
に
勝
る
こ
と
を
」｛『
同
』
106
頁
４
行
～
｝
と
結
ん
で
い
る
。
日
蓮
聖
人
『
秀
句
十
勝
鈔
』
で
は
こ
の
項
の
後
に
、「
日
蓮
疑
っ
て
云
く　
華
厳・
涅
槃・
金
光
明・
深
密
等
は
天
台・
妙
楽・
伝
教
の
御
釈
を
も
て
知
る
べ
し
。
知
り
難
き
は
密
厳
経
に
云
く
、
十
地・
華
厳
等
大
樹
と
神
通
勝
鬟
及
び
余
経
と
皆
此
の
経
よ
り
出
づ
と
。
是
の
如
く
此
の
密
厳
経
は
一
切
経
の
中
に
勝
れ
た
り
。
～
」
と
論
じ
て
居
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
四
頁
｝。
「
仏
説
諸
経
校
量
勝　
五
」　 『
伝
全
』
二
五
〇
頁
～
二
五
四
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
106
頁
～
　
こ
の
項
で
は
、
法
師
品
の
「
我
所
説
諸
経　
而
於
此
経
中　
法
華
最
第
一
」
の
経
文
を
挙
げ
、「
当
に
知
る
べ
し
、
斯
の
法
華
経
は
諸
経
の
中
、
最
第
一
な
り
。
～
釈
迦
世
尊
、
宗
を
立
つ
る
の
言
、
法
華
の
極
と
為
す
。
金
口
校
量
な
り
。
深
く
信
受
す
べ
き
か
」｛『
天
台
宗
聖
典
』
106
頁
７
行
～
｝
と
述
べ
て
い
る
。『
昭
和
定
本
』
二
三
六
四
頁
以
下
で
は
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
論
を
展
開
し
、
ま
た
安
楽
行
品
の
文
を
挙
げ
、
な
お
、
法
相
宗
批
判
の
『
法
華
秀
句
』
の
文
も
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
昭
和
定
本
』
二
三
六
五
頁
末
の
三
行
に
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
『
法
華
玄
論
』
の
｛
華
厳
は
根
本
。
三
味
は
枝
末
。
法
華
は
攝
末
帰
本
。｝
の
図
示
を
掲
げ
、
二
三
六
六
頁
最
初
の
三
行
に
は
、「
已
＝
般
若
」「
今
＝
法
華
」「
当
＝
涅
槃
等
」。「
又
云
五
時
｛
阿
含・
般
若・
方
等
法
華・
涅
槃
｝
と
の
図
示
を
掲
げ
、
さ
ら
に
以
下
に
「
記
ノ
三
」「
輔
ノ
三
」「
続
高
僧
伝
十
九
」
等
を
引
用
し
、
是
れ
を
受
け
て
、「
日
蓮
云
く
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
日
蓮
云
く
、
此
の
亀
鏡
を
以
て
案
じ
て
云
く
、
謗
法
謗
人
は
其
の
法
と
人
と
に
向
か
わ
ず
ん
ば
、
罪
滅
せ
ざ
る
か
。
弘
法・
慈
覚・
智
証
は
如
何
。
法
蔵・
澄
観・
慈
恩・
善
導・
善
無
畏・
金
剛
智・
不
空
は
如
何
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
七
頁
３
行・
４
行
｝。
日
蓮
聖
人
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
、
こ
の
項
の
最
後
の
「
天
台
法
華
宗
は
諸
宗
に
勝
る
と
は
、
所
依
の
経
に
依
る
が
故
な
り
。
自
讃
毀
他
に
非
ず
。
庶
く
は
有
智
の
君
子
、
経
を
尋
ね
て
宗
を
定
め
よ
」
と
結
ん
で
居
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
七
頁
｝。
加
筆
部
分
の
大
き
さ
か
ら
こ
の
項
を
重
く
見
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
12
日
蓮
学
　
第
四
号
「
仏
説
十
喩
校
量
勝　
六
」　
『
伝
全
』
二
五
四
頁
～
二
五
八
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
109
頁
～
。
　
こ
の
項
の
初
め
に
、「
謹
ん
で
法
華
経
の
薬
王
菩
薩
本
事
品
を
案
ず
る
に
云
く
、
宿
王
華　
喩
え
ば　
一
切
の
川
流
江
河
諸
水
之
中
に
海
第
一
な
る
が
如
く　
此
の
法
華
経
も
亦
復
是
の
如
し
。
諸
の
如
来
の
所
説
の
経
の
中
に
最
も
是
れ
深
大
な
り
｛
已
上
経
文
｝」
を
挙
げ
、
以
下
に
天
台
大
師
の
『
法
華
玄
義
』
の
「
十
喩
」
を
挙
げ
て
い
る
全
文
を
省
略
し
つ
つ
も
読
み
込
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
日
蓮
聖
人
は
こ
れ
ら
を
書
写
し
つ
つ
、『
法
華
秀
句
』
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
天
台
大
師
の
『
法
華
文
句
』
を
付
加
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
六
七
頁
13
行
｝。
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
『
法
華
経
』
は
自
家
薬
籠
中
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
第
三
喩
の
箇
所
で
、「
之
れ
を
略
す
。
第
三
譬
竟
る
。
迹
門
を
以
て
水
月
に
譬
う
。
本
門
は
本
月
に
喩
う
釈
之
れ
有
り
」｛
同
二
三
六
八
頁
１
行
｝、
第
五
喩
の
箇
所
で
「
海
山・
月
日・
梵
王
仏
全
喩
。
輪
王
帝
釈
五
仏
子
菩
薩
分
喩
。
大
は
海
の
如
く
、
高
は
山
の
如
く
、
圓
は
月
の
如
く
、
明
は
日
の
如
く
、
自
在
は
梵
王
の
如
く
、
極
は
仏
の
如
し
」
｛『
同
』
二
三
六
八
頁
９
行
｝
と
割
り
注
を
付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
八
喩
の
あ
と
に
、「
日
蓮
疑
っ
て
云
く　
真
言
宗
の
畏・
智・
空・
法・
覚・
証　
伝
教
大
師
末
学
の
法
華
の
行
者
の
四
衆
と　
勝
劣
如
何
。」｛『
同
』
二
三
六
九
頁
６
行
～
｝
と
の
疑
問
を
掲
げ
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
「 
日
蓮
云
く　
圓
城
寺
の
末
学
等
請
う
ら
く
は　
具
に
此
の
決
を
見
よ
。
智
証
大
師
一
生
之
間
、
未
だ
思
い
定
め
ざ
る
か
。
但
此
の
一
段
に
師
の
言
を
載
す
る
か
。
悲
し
い
哉　
当
世
叡
山・
園
城
。
東
寺
等
の
真
言
宗
の
学
者
等　
深
く
初
の
猨
を
恃
し
て　
永
く
井
の
底
に
沈
む
こ
と
云
々
。」
｛『
同
』｛
二
三
七
一
頁
１
行・
２
行
｝
「
即
身
六
根
互
用
勝　
七
」 『
伝
全
』
二
五
八
頁
～
二
六
七
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
112
頁
～
。
　
『
法
華
経
』「
法
師
功
徳
品
」
を
挙
げ
て
、
受
持・
読・
誦・
解
説・
写
の
「
是
の
五
種
法
師　
各
法
華
経
に
依
っ
て　
各
六
千
の
功
徳
を
獲
」
る
と
し
｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
一
頁
６
行
～
｝、
天
親
菩
薩
の
文
を
引
い
て
、「
諸
の
凡
夫
人
修
学
す
べ
き
経
な
り
」｛
同
10
行
｝
と
結
論
す
る
。
「
即
身
成
仏
化
道
勝　
八
」　
『
伝
全
』
二
六
〇
頁
～
二
六
七
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
114
頁
～
。
　
提
婆
達
多
品
を
あ
げ
、
女
人
成
仏
の
意
義
を
確
か
め
つ
つ
も
、「『
法
華
』
の
力
用
は
、
諸
経
の
中
の
宝
、
世
に
希
有
な
る
所
な
り
」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
三
頁
８
行
｝
を
重
視
し
、「
能
化
所
化
倶
に
歴
劫
無
し
。
妙
法
経
力
即
身
に
成
仏
す
」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
四
頁
６
行
｝
を
も
と
に
「
天
台
法
13
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
華
宗
に
具
に
即
入
の
義
有
り
〇
即
身
成
仏
化
道
之
義　
寧
ろ
能
く
他
宗
に
勝
る
る
に
あ
ら
ず
や
」｛『
同
』
二
三
七
四
頁
７
～
８
行
｝
を
強
調
し
て
い
る
。
『
法
華
秀
句
』
の
こ
の
項
の
説
述
は
長
文
で
あ
る
。
上
記
の
ほ
か
、
短
文
に
目
を
留
め
て
書
写
し
て
居
る
が
、
日
蓮
聖
人
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
書
写
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
如
上
の
通
り
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
な
か
で
、
日
蓮
聖
人
は
、
次
の
よ
う
に
、
法
華
経
尊
重
と
真
言
宗
へ
の
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
「 
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
法
華
の
天
台・
妙
楽・
伝
教
の
心
は
、
大
日
経
等
の
即
身
成
仏
を
許
す
や
。
慈
覚・
智
証
等
之
れ
を
許
す
。
安
慧・
安
然
等
も
又
之
れ
を
許
す
。
随
っ
て
日
本
国
の
末
学
も
之
れ
を
許
す
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
五
頁
10・
11
行
｝
 「
多
宝
分
身
勧
付
属
勝　
九
」 『
伝
全
』
二
六
八
頁
～
二
七
三
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
120
頁
～
。
　
多
宝
塔
に
釈
尊
が
招
か
れ
る
状
景
の
経
文
が
展
開
す
る
。
日
蓮
聖
人
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
で
は
、「
過
去
の
多
宝・
現
在
の
釈
尊
は
同
じ
く
塔
中
に
坐
し
、
十
方
現
在
の
釈
迦
の
分
身
は
、
各
々
八
方
に
坐
し
、
大
会
の
四
衆
皆
虚
空
に
在
り
て
、『
妙
法
華
経
』
付
属
有
在
と
云
う
こ
と
を
。
他
宗
所
依
の
経
に
は
都
て
此
付
属
無
し
。
天
台
法
華
宗
に
は
具
に
此
の
付
属
有
り
。」｛『
天
台
宗
聖
典
』
111
頁
９
行
～
。『
昭
和
定
本
』
二
三
七
八
頁
７
行
～
｝「
六
難
を
挙
げ
重
ね
て
九
易
を
示
す
。」｛『
天
台
宗
聖
典
』
112
頁
４
行
。『
昭
和
定
本
』
二
三
七
八
頁
11
行
以
下
。｝
以
下
に
「
六
難
九
易
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
　
「
浅
き
は
易
く
、
深
き
は
難
し
と
は
、
釈
迦
の
所
判
な
り
。
浅
き
を
去
っ
て
深
き
に
就
く
は
、
丈
夫
の
心
な
り
。
天
台
大
師
は
釈
迦
に
信
順
し
て
、
法
華
宗
を
助
け
て
、
震
旦
に
敷
揚
し
、
叡
山
の
一
家
は
天
台
に
相
承
し
て
、
法
華
宗
を
助
け
て
日
本
に
弘
通
す
。」｛『
天
台
宗
聖
典
』
115
頁
10
行
～
｝。『
秀
句
十
勝
鈔
』
定
本
遺
文
二
三
七
九
頁
９
行
～
｝
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
が
重
視
す
る
、
法
華
宗
の
伝
統
を
示
す
文
言
と
言
え
よ
う
。
な
お
「
大
日
経
」、
お
よ
び
真
言
宗
の
系
譜
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。「
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
大
日
経
等
は
九
易
之
内
か
。
仏
法
を
修
学
せ
ん
輩
は
猶
々
意
を
留
め
よ
。
日
本
国
の
弘
法・
慈
覚・
智
証　
漢
土
の
善
無
畏・
金
剛
智・
不
空
等
云
々
。
日
蓮
云
く
、
漢
土
日
本
の
智
人
等
、
此
の
六
人
に
拘
り
、
今
生
に
は
国
を
亡
ぼ
し
、
後
生
に
は
無
間
を
招
か
ん
か
。
乞
い
願
わ
く
は
一
切
の
学
者
等
人
を
捨
て
法
に
附
け
。
一
生
を
空
し
う
す
る
こ
と
勿
れ
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
〇
頁
１
行
～
｝
「
普
賢
菩
薩
勧
発
勝　
十
」　 『
伝
全
』
二
七
三
頁
～
二
八
〇
頁
。『
天
台
宗
聖
典
』
116
頁
～
。
　
 『
法
華
経
』「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」
に
よ
っ
て
、
如
来
の
滅
後
に
法
華
経
の
功
徳
を
得
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
日
蓮
聖
人
が
書
写
す
14
日
蓮
学
　
第
四
号
る
『
秀
句
十
勝
鈔
』
こ
の
項
の
最
初
の
部
分
に
も
「
普
賢
菩
薩
、
身
を
現
じ
て
、
法
華
を
読
誦
す
る
者
を
供
養
す
る
こ
と
を
。
夫
れ
果
分
の
経
は
因
位
の
菩
薩
の
人
は
尊
む
べ
く
貴
む
べ
し
。
故
に
法
華
経
を
供
養
す
。
他
宗
所
依
の
経
に
は
都
て
此
の
供
養
無
く
、
亦
此
の
安
慰
無
し
。
天
台
法
華
宗
に
は
具
に
此
の
供
養
有
り
。
亦
此
の
安
慰
有
り
。
勧
発
の
功
は
果
分
の
経
に
尽
き
ぬ
」｛『
天
台
宗
聖
典
』
116
頁
16
行
～
。『
秀
句
十
勝
鈔
』「
昭
和
定
本
」
二
三
八
〇
頁
９
行
～
～
｝
と
あ
り
、
以
下
に
「
円
融
三
諦
の
義
、
陀
羅
尼
は
唯
法
華
の
み
に
有
り
」「
天
台
法
華
宗
に
は
具
に
圓
益
を
得
る
有
り
。
勧
発
の
功
は
果
分
の
終
に
盡
き
ぬ
」｛「
法
華
秀
句
」『
天
台
宗
聖
典
』
一
一
七
頁
13
行
。「
秀
句
十
勝
鈔
」『
昭
和
定
本
』
二
三
八
〇
頁
11
行・
12
行
｝
と
あ
る
。
つ
づ
い
て
日
蓮
聖
人
は
『
秀
句
十
勝
鈔
』｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
〇
頁
13
行
～
｝
に
、「
当
に
知
る
べ
し
。
法
華
経
の
力
の
故
に
後
世
の
後
五
百
歳
に
円
機
の
四
衆
等
。」
と
、
そ
の
意
義
を
強
調
す
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
後
、『
天
台
宗
聖
典
』｛
一
二
〇
頁
14
行
｝・
『
秀
句
十
勝
鈔
』｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
一
頁
３
行
～
｝
に
は
、「
天
台
法
華
宗
の
能
説
之
仏
は
久
遠
実
成
な
り
。
所
説
の
経
は
髻
中
の
明
珠
な
り
。
能
伝
之
師
は
霊
山
の
聴
衆
な
り
。
所
伝
之
釈
は
諸
宗
の
憑
據
な
り
。
委
曲
之
依
憑
は
具
に
別
巻
に
有
る
也
（
文
）。」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
秀
句
十
勝
鈔
』
の
巻
末
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
論
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「 
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
伝
教
大
師
真
言
宗
を
破
せ
ざ
る
か
。
　
 
答
う
。
依
憑
天
台
宗
序
に
～
～
天
台
の
伝
法
は
諸
家
の
明
恭
也
。
～
～
我
が
日
本
の
天
下
は
円
機
已
に
熟
す
。
圓
教
遂
に
興
ら
ん
。
～
～
〇
新
来
の
真
言
家
は
則
ち
筆
受
之
相
承
を
泯
じ
、
～
～
著
有
の
法
相
宗
は
僕
陽
之
帰
依
を
非
し
て
青
龍
之
判
経
を
撥
つ
。
最
澄
南
唐
之
後
に
此
の
一
宗
を
禀
く
。
東
唐
之
訓
を
彼
の
戒
疏
に
閲
し
、
圓
珠
を
海
西
に
拾
い
、
連
城
を
海
東
に
献
じ
、
略
し
て
菽
麦
之
殊
を
示
し
、
目
珠
之
別
を
悟
ら
し
む
。
謹
ん
で
依
憑
一
巻
を
著
し
て
同
我
の
後
哲
に
贈
る
。
其
の
時
は
、
興
日
本
第
五
十
二
葉
弘
仁
之
七
丙
申
之
歳
也
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
一
頁
６
行
～
｝。
　
さ
ら
に
、
日
蓮
聖
人
が
天
台
大
師
の
論
釈
を
継
承
す
る
如
来
使
で
あ
る
こ
と
を
最
末
に
述
べ
て
い
る
。
「 
今
吾
が
天
台
大
師　
法
華
経
を
説
き
、
法
華
経
を
釈
す
る
こ
と
、
群
に
特
秀
し
、
唐
に
独
歩
す
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ　
如
来
の
使
な
り
と
。
讃
す
る
者
は
、
福
を
安
明
に
積
み
、
謗
す
る
者
は
罪
を
無
間
に
開
く
。
然
り
と
雖
も　
信
者
に
於
い
て
は
天
鼓
と
な
り
、
謗
者
に
於
い
て
は
毒
鼓
15
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
と
為
る
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
三
頁
７
行
～
｝
六　
　
佐
渡
期
以
降
の
主
要
著
作
と
「
法
華
秀
句
」
と
の
関
連
　
日
蓮
聖
人
が
抜
き
書
き
し
た
『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
お
い
て
は
、
同
書
の
趣
旨
を
汲
む
方
向
で
纏
め
ら
れ
た
か
の
感
が
あ
る
。『
秀
句
十
勝
鈔
』「
即
身
成
仏
化
道
勝
八
」
の
あ
と
に
、「
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
法
華
の
天
台・
妙
楽・
伝
教
の
心
は
、
大
日
経
の
即
身
成
仏
を
許
す
や
。
慈
覚・
智
証
等
之
を
許
す
。
安
慧・
安
然
等
も
又
之
を
許
す
。
随
っ
て
日
本
国
の
末
学
も
之
を
許
す
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
五
頁
10
行
｝
と
言
い
、『
菩
提
心
論
』
に
つ
い
て
論
述
し
、「
毘
盧
遮
那
経
の
疏
に
准
ぜ
ば
、
阿
字
を
釈
す
る
に
、
具
に
五
義
有
り
。
一
に
は
阿
字
（
短
声
）
是
菩
提
心
な
り
。
二
に
は
阿
字
（
引
声
）
是
菩
提
行
な
り
。
三
に
は
暗
字
（
短
声
）
是
証
菩
提
の
義
な
り
。
四
に
は
悪
字
（
短
声
）
是
般
涅
槃
の
義
な
り
。
五
に
は
悪
字
（
引
声
）
是
具
足
方
便
智
の
義
な
り
。
又
阿
字
を
将
い
て
法
華
経
の
中
の
開
示
悟
入
の
四
字
に
配
解
せ
ば
。
開
の
字
は
仏
知
見
を
開
く
。
即
ち
雙
べ
て
菩
提
心
を
開
く
、
初
の
阿
字
の
如
し
。
是
菩
提
心
の
義
な
り
。
示
の
字
は
仏
知
見
を
示
す
。
第
二
の
阿
字
の
如
し
。
是
菩
提
行
の
義
な
り
。
悟
の
字
は
仏
知
見
を
悟
る
。
第
三
の
暗あん
の
字
の
如
し
。
是
れ
証
菩
提
の
義
な
り
。
入
の
字
は
仏
知
見
に
入
る
。
第
四
の
悪
字
の
如
し
。
是
れ
般
涅
槃
の
義
な
り
。
総
じ
て
之
を
言
は
ば
具
足
成
就
の
第
五
の
悪
字
な
り
。
～
～
」｛『
定
本
遺
文
』
二
三
七
六
頁
３
行
｝
と
述
べ
て
、
結
局
、
真
言
義
を
認
め
る
か
の
論
策
が
展
開
す
る
。
　
そ
れ
に
対
し
、『
開
目
抄
』｛『
定
本
遺
文
』
五
六
九
頁
～
｝
に
は
、「『
薩
』
と
は
欲
聞
具
足
道
」
の
意
味
で
あ
り
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
よ
っ
て
「
十
界
互
具
」、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
衆
生
成
仏
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
論
述
が
展
開
さ
れ
る
。
「 
此
の
文
に
、
欲
聞
具
足
道
と
申
す
は
、
大
経
に
云
く
『
薩
と
は
具
足
の
義
に
名
く
』
等
云
々
」。
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
に
云
く
、
沙
と
は
決
し
て
六
と
云
う
。
胡
法
に
は
六
を
以
て
具
足
の
義
と
為
す
。
吉
蔵
の
疏
に
云
く
、
沙
と
は
翻
し
て
具
足
と
為
す
等
云
々
。
天
台
の
玄
義
の
八
に
云
く
、
薩
と
は
梵
語
、
此
に
妙
と
翻
す
也
等
云
々
。
付
法
蔵
の
第
十
三　
真
言・
華
厳
諸
宗
の
元
祖
、
本
地
は
法
雲
自
在
王
如
来　
迹
に
龍
猛
菩
薩　
初
地
の
大
聖
の
大
智
度
論
千
巻
の
肝
心
に
云
く
薩
と
は
六
也
等
云
々
。
16
日
蓮
学
　
第
四
号
　
　
　
妙
法
蓮
華
経
と
申
す
は
漢
語
也
。
月
支
に
は
薩
達
磨
分
陀
利
迦
蘇
多
攬
と
申
す
。
善
無
畏
三
蔵
の
法
華
経
の
肝
心
真
言
に
云
く
『 
嚢
膜
三
曼
陀
（
普
仏
陀
）　
唵
（
三
身
如
来
）　
阿
阿
暗
悪
（
開
示
悟
入
）　
薩
縛
勃
陀
枳
穰
（
知
）　
娑
乞
蒭
毗
耶
（
見
）
誐
誐
嚢
婆
縛
（
如
虚
空
性
）　
羅
乞
沙
儞
（
離
塵
相
也
）　
薩
哩
達
磨
（
正
法
也
）　
浮
陀
哩
迦
（
白
蓮
華
）　
蘇
陀
攬
（
経
）　
惹
（
入
）　
吽
（
遍
）　
鑁
（
作
）　
発
（
歓
喜
）
縛
曰
羅
（
堅
固
）　
羅
乞
叉
鋡
（
擁
護
）　
吽
（
空
無
無
願
）　
娑
婆
訶
（
決
定
成
就
）』
～
～
　
　
　
 
此
の
真
言
の
中
に
薩
哩
達
磨
と
申
す
は
正
法
な
り
。
薩
と
申
す
は
正
也
。
正
は
妙
也
。
妙
は
正
也
。
正
法
華・
妙
法
華
是
也
。
又
妙
法
蓮
華
経
の
上
に
南
無
の
二
字
を
を
け
り
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
こ
れ
な
り
。
妙
と
は
具
足
。
六
と
は
六
度
萬
行
。
諸
の
菩
薩
の
六
度
萬
行
を
具
足
す
る
や
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
。
具
と
は
十
界
互
具
。
足
と
申
す
は
一
界
に
十
界
あ
れ
ば
當
位
に
餘
界
あ
り
。
満
足
の
義
な
り
。
此
経
一
部・
八
巻・
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
、一
々
に
皆
妙
の
一
字
を
備
へ
て
三
十
二
相
八
十
種
好
の
仏
陀
な
り
。
十
界
に
皆
己
界
の
仏
界
を
顕
す
。
～
～
」｛『
昭
和
定
本
』
五
六
九
頁
12
行
～
五
七
〇
頁
11
行
｝
　
次
に
『
法
華
行
者
値
難
事
』｛
文
永
十
一
年
正
月
十
四
日
。『
昭
和
定
本
』
七
九
六
頁
～
｝
は
、
佐
渡
一
の
谷
か
ら
、
富
木
常
忍
ら
鎌
倉
在
住
の
弟
子
た
ち
に　
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
釈
尊
は
仏
道
の
故
に
九
横
（
く
お
う
）
の
大
難
な
ど
の
大
難
に
お
遭
い
に
な
ら
れ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
天
台
大
師・
伝
教
大
師
も
法
華
経
の
為
に
諸
難
を
受
け
て
い
る
が
、
未
だ
仏
記
に
該
当
す
る
難
に
遭
っ
て
い
な
い
。
今
、
末
法
に
入
っ
て
、
必
ず
仏
説
に
相
応
す
る
値
難
に
遭
う
法
華
経
色
読
の
行
者
が
出
現
す
る
と
言
い
、
こ
れ
ま
で
説
き
遺
さ
れ
た
本
門
の
本
尊・
戒
壇・
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
三
大
秘
法
を
説
く
こ
と
を
断
言
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
、「
秀
句
に
云
く
、『
浅
き
は
易
く
深
き
は
難
し
と
は
釈
迦
の
所
判
な
り
。
浅
き
を
去
っ
て
深
き
に
就
く
は
丈
夫
の
心
也
。
天
台
大
師
は
釈
迦
に
信
順
し
、
法
華
宗
を
助
け
て
震
旦
に
敷
揚
し
、
叡
山
の
一
家
は
天
台
に
相
承
し
、
法
華
宗
を
助
け
て
日
本
に
弘
通
す
。
云
々
』」｛『
昭
和
定
本
』
七
九
七
頁
６
行
｝
は
、『
秀
句
十
勝
鈔
』「
多
宝
分
身
勧
付
属
勝
九
」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
七
九
頁
９
行
｝
の
文
章
と
全
同
で
あ
る
。
そ
の
最
末
に
、「
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
大
日
経
等
は
九
易
之
内
歟
、
六
難
の
内
か
。
仏
法
を
習
学
す
る
の
輩
、
猶
々
意
を
留
め
よ
。
日
本
国
の
弘
法・
慈
覚・
智
證
、
漢
土
の
善
無
畏・
金
剛
智・
不
空
等
、
云
々
。
日
蓮
云
く
、
漢
土・
日
本
の
智
人
等
、
此
の
六
人
に
拘
り
、
今
生
に
は
国
を
17
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
亡
ぼ
し
、
後
生
に
は
無
間
を
招
か
ん
歟
。
乞
い
願
わ
く
は
、
一
切
の
学
者
等
、
人
を
捨
て
て
法
に
附
け
。
一
生
を
空
す
る
こ
と
勿
れ
」｛
同
二
三
八
〇
頁
１
行
～
｝
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
表
現
は
、
あ
く
ま
で
疑
問
形
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
、『
法
華
行
者
値
難
事
』
で
は
、「
夫
れ
在
世
と
滅
後
正
像
二
千
年
之
間
に
、
法
華
経
の
行
者
、
唯
三
人
有
り
。
所
謂
、
仏
と
天
台・
傳
教
也
｛『
昭
和
定
本
七
九
七
頁
８
行
』｝」
と
し
て
、
仏
陀
釈
尊
の
九
横
の
大
難
を
挙
げ
、「
記
文
の
如
く
ん
ば
、
天
台・
傳
教
も
仏
記
に
及
ば
ず
。
之
を
以
て
之
を
案
ず
る
に
、
末
法
の
始
め
に
仏
説
の
如
く
行
者
、
世
に
出
現
せ
ん
歟
」｛『
昭
和
定
本
』
七
九
七
頁
13
行
｝
と
、
日
蓮
聖
人
は
三
国
四
師
の
自
負
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
 
『
秀
句
十
勝
鈔
』「
普
賢
菩
薩
勧
発
勝
十
」
の
あ
と
の
、「
日
蓮
疑
っ
て
云
く
、
伝
教
大
師
真
言
宗
を
破
せ
ざ
る
乎
。
答
う
。
依
憑
天
台
集
序
に
（
前
入
唐
受
法
沙
門
伝
教
大
法
師
位
最
澄
撰
）
天
台
の
伝
法
は
諸
家
の
明
鏡
也
。」｛『
昭
和
定
本
』
二
三
八
一
頁
６
行
｝
以
下
の
叙
述
中
、「
法
華
文
句
の
記
の
第
十
巻
の
末
に
云
く
」｛
同
二
三
八
二
頁
６
行
｝
以
下
に
、「
千
年
之
興
五
百
の
実
、
復
今
日
に
在
り
。
南
岳
の
叡
聖
、
天
台
の
明
哲
、
昔
は
三
業
に
住
持
し
、
今
は
二
尊
に
紹
係
す
。
豈
に
止
（
た
だ
）
甘
露
を
振
旦
に
灑
ぐ
の
み
な
ら
ん
。
亦
当
に
法
鼓
を
天
竺
に
震
う
べ
し
。
生
知
妙
悟
、
魏
晋
以
来
典
籍
風
謡
実
に
連
類
無
し
と
。（
吉
蔵
等
壱
百
餘
人
、
天
台
に
請
う
て
言
う
）」
の
文
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
『
撰
時
抄
』
に
は
、「
像
法
一
千
年
の
半
（
な
か
ば
）
に
天
台
智
者
大
師
出
現
し
て
、
題
目
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
玄
義
十
巻
一
千
枚
に
か
き
つ
く
し
、
文
句
十
巻
に
は
始
め
如
是
我
聞
よ
り
終
わ
り
作
礼
而
去
に
い
た
る
ま
で
、
一
字
一
句
に
因
縁・
約
教・
本
迹・
観
心
の
四
の
釈
を
な
ら
べ
て
又
一
千
枚
に
尽
し
給
ふ
。
已
上
、
玄
義・
文
句
の
二
十
巻
に
は
一
切
経
の
心
を
江
河
と
し
て
法
華
経
を
大
海
に
た
と
え
、
十
方
界
の
仏
法
の
露
一
渧
も
漏
ら
さ
ず
、
妙
法
蓮
華
経
の
大
海
に
入
れ
さ
せ
給
い
ぬ
。
其
の
上
、
天
竺
の
大
論
の
諸
義
一
点
も
も
ら
さ
ず
、
漢
土
南
北
の
十
師
の
義
、
破
す
べ
き
を
ば
こ
れ
を
は
｛
破
｝
し
、
取
る
べ
き
を
ば
之
を
用
ふ
。
其
の
上
、
止
観
十
巻
を
注
し
て
一
代
の
観
門
を
一
念
に
す
べ
、
十
界
の
依
正
を
三
千
に
つ
づ
け
た
り
。
～
～
」｛『
昭
和
定
本
』
一
〇
二
四
頁
11
行
～
一
〇
二
五
頁
４
行
｝
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
天
台
大
師
の
講
経
を
師
と
す
る
状
に
云
く
」（『
昭
和
定
本
』
一
〇
二
五
頁
６
行
）
と
し
て
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
述
べ
る
一
文
「
千
年
之
興
、
五
百
の
実
、
復
た
今
日
に
在
り
。
南
岳
の
叡
聖
、
天
台
の
明
哲
、
昔
は
三
業
に
住
持
し
、
今
は
二
尊
に
紹
係
す
」（『
昭
和
定
本
』
二
三
八
二
頁
10
行
～
）
を
『
撰
時
抄
』
中
に
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
中
の
文
章
が
、『
開
目
抄
』『
顕
仏
未
来
記
』『
撰
時
抄
』
中
に
活
用
さ
れ
て
い
る
例
を
見
て
き
た
。『
経
』『
論
』
等
が
、
18
日
蓮
学
　
第
四
号
佐
渡
期・
身
延
期
の
主
要
遺
文
に
引
用
さ
れ
て
居
る
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
老
生
の
歓
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
後
賢
諸
書
師
に
よ
っ
て
『
秀
句
十
勝
鈔
』
と
諸
遺
文
と
の
関
連
が
さ
ら
に
研
鑽
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
む
す
び
に　
あ
た
っ
て
　
重
ね
て
誌
す
と
、
日
蓮
聖
人
が
、
龍
口
法
難
後
、
八
年
に
わ
た
っ
て
『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
書
き
続
け
ら
れ
た
の
は
何
故
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。
　
浅
井
圓
道
教
授
が
『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
を
書
き
続
け
た
の
は
、
釈
尊
⇒
天
台
大
姉
⇒
伝
教
大
師
⇒
日
蓮
聖
人
と
い
う
【
三
国
四
師
】
の
系
譜
に
立
つ
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
立
據
を
確
か
め
る
た
め
で
あ
っ
た
も
の
と
推
論
す
る
。
　
し
か
し
、
伝
教
大
師
最
澄
は
四
宗
融
合
を
旨
と
し
た
と
、
浅
井
教
授
は
客
観
視
す
る
と
同
時
に
、
伝
教
大
師
の
「
法
華
経
鑽
仰
の
情
熱
」
に
日
蓮
聖
人
が
体
験
的
に
そ
れ
を
受
容
さ
れ
た
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
主
観
に
共
鳴
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
日
蓮
聖
人
は
、「
大
難
四
箇
度
、
小
難
数
知
れ
ず
」
と
い
う
値
難
体
験
を
通
し
て
、
末
法
を
目
指
す
『
未
来
記
の
法
華
経
』
宣
布
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
日
蓮
聖
人
の
『
法
華
経
』
宣
布
は
、
絶
え
ず
「
死
身
弘
法
」
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
日
蓮
門
下
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
死
身
弘
法
」
は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
。
　
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
時
が
『
龍
口
法
難
』
と
し
て
具
現
す
る
の
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
が
『
龍
口
法
難
』
を
契
機
と
し
て
、「
上
行
菩
薩
の
御
使
い
」
の
使
命
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
後
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）｛
聖
寿
五
八
歳
｝
の
『
右
衛
門
太
夫
殿
御
返
事
』
に
は
、「
日
蓮
は
上
行
菩
薩
の
御
使
に
も
似
た
り
。
此
の
法
門
を
弘
む
る
故
に
」（『
昭
和
定
本
』
一
七
一
九
頁
10
行
）
と
し
て
、『
上
行
菩
薩
の
御
使
い
』
と
明
言
し
て
い
る
が
、
佐
渡
流
罪
の
地
で
執
筆
の
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
＝
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）｛
聖
寿
五
二
歳
｝
で
は
、「
此
の
本
門
の
肝
心　
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
お
い
て
は
、
仏　
猶
文
殊・
薬
王
等
に
も
之
を
付
属
し
た
ま
わ
ず
｛
略
｝
但　
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
属
し
19
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
た
ま
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
、『
地
涌
千
界
』、
す
な
わ
ち
大
地
か
ら
涌
き
出
る
よ
う
に
現
れ
た
久
遠
釈
尊
の
弟
子
と
い
う
一
般
的
表
現
に
と
ど
め
ら
れ
、
な
お
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
上
行・
安
立
行・
浄
行・
無
辺
行
等
の
四
大
菩
薩
に
授
与
し
た
ま
ふ
な
り
」｛『
昭
和
定
本
』
七
一
八
頁
４
行
～
｝
と
い
う
よ
う
に
、
地
涌
千
界
の
代
表
で
あ
る
上
行・
無
辺
行・
浄
行・
安
立
行
の
四
大
菩
薩
の
連
名
で
述
べ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
後
世
に
な
る
と
、
『
上
行
菩
薩
の
再
誕
』『
～
～
代
官
』『
～
～
垂
迹
』
な
ど
の
用
語
が
ご
く
ふ
つ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
が
、『
上
行
菩
薩
の
再
誕
』
『
上
行
付
属
』
の
よ
う
な
直
接
的
表
現
は
真
蹟
遺
文
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。『
上
行
菩
薩
の
御
使
』『
～
～
垂
迹
』
等
の
よ
う
な
表
現
も
、
比
較
的
晩
年
に
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
）
（1
（
。
　
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
「
龍
口
法
難
」
後
、
す
ぐ
さ
ま
『
上
行
所
伝
』
等
を
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
々
の
値
難
体
験
を
通
し
て
、
『
未
来
記
の
法
華
経
』
を
身
読
し
て
き
た
意
義
を
確
認
し
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
覚
悟
を
決
意
し
つ
つ
も
、
そ
の
覚
悟
表
明
に
あ
た
っ
て
は
、
極
め
て
慎
重
で
あ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
た
経
緯
を
確
か
め
る
に
つ
け
、
日
蓮
聖
人
が
、
龍
口
法
難
後
、
八
年
間
に
わ
た
っ
て
、
伝
教
大
師
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
を
読
み
続
け
、
自
ら
『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
書
き
続
け
ら
れ
た
意
義
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
　
愚
感
す
る
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
日
蓮
聖
人
は
、
弟
子
達
と
共
に
伝
教
大
師
の
『
法
華
秀
句
』
等
を
読
み
、『
法
華
経
』
の
伝
統
を
確
か
め
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？　
そ
う
し
た
間
に
、
細
字
で
『
秀
句
十
勝
鈔
』
を
書
き
続
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　
依
然
と
し
て
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
研
鑽
の
課
題
は
尽
き
な
い
が
、
い
さ
さ
か
の
愚
感
を
誌
し
て
「
結
語
」
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
【
註
】
『
法
華
秀
句
』
の
典
拠
は
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
の
頁
を
掲
出
。
引
用
は
、『
昭
和
新
纂
「
国
訳
大
蔵
経
」
天
台
宗
聖
典
』｛
書
き
下
し
文・
昭
和
５
年・
東
方
書
院
）
に
よ
る
。『
守
護
国
戒
章
』
は
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
の
頁
を
掲
出
。『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
文
』｛
第
三
巻・
昭
和
二
十
九
年
｝
の
書
き
下
し
。
以
下
、『
伝
全
』『
天
台
宗
聖
典
』『
昭
和
定
本
』
は
、
以
下
の
書
籍
を
略
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
20
日
蓮
学
　
第
四
号
《
略
称
》　　
　
　
《
書
名
》　　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
《
編
纂
》　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
発
行
》
『
伝
全
』　　
　
　
『
伝
教
大
師
全
集
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
叡
山
専
修
学
院
付
属
叡
山
学
院　
　
日
本
仏
書
刊
行
会
｛
昭
和
四
二
年
｝
 
『
天
台
宗
聖
典
』　
『
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
第
一
巻
｛
昭
和
五
年
｝　　
国
訳
大
蔵
経
編
輯
部　
　
　
　
　
　
　
東
方
学
院
 
『
昭
和
定
本
』　　
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所　
　
　
　
総
本
山　
身
延
山
久
遠
寺
｛
昭
和
二
七
年
～
｝
【
註
】
（
１
）
橘
俊
道
『
一
遍
の
こ
と
ば
』｛
雄
山
閣・
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
。
昭
和
五
三
年
七
月
。｝
（
２
）
渡
辺
宝
陽
「『
謗
法・
堕
獄
』
覚
え
書
き
」｛
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
『
所
報
』
四
号
。
昭
和
五
二
年
三
月
。｝
（
３
）
浅
井
圓
道
教
授
は
「
天
台
宗
」
研
究
に
詳
し
く
、
主
著
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』｛
平
楽
寺
書
店
。
一
九
七
三
年
刊
行
｝
の
ほ
か
、
晩
年
に
編
ん
だ
『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』｛
山
喜
房
仏
書
林
。
平
成
十
一
年
七
月
刊
行
｝
等
が
あ
る
。
（
４
）『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』
二
〇
〇
頁
の
註
に
よ
れ
ば
、
同
論
文
の
初
出
は
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収
の
「
最
澄
の
法
華
経
体
験
」
か
と
思
わ
れ
る
。
（
５
）『
日
蓮
宗
事
典
』｛
日
蓮
宗　
刊
。
昭
和
五
十
六
年
｝。
浅
井
円
道
博
士
に
は
『
上
古
天
台
本
門
思
想
史
』
の
大
著
が
あ
る
が
、『
立
正
大
学
報
～
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
』
十
四
号
に
、「
日
蓮
が
主
著
で
は
批
判
し
て
い
る
伝
教
大
師
最
澄
を
全
面
的
に
許
容
し
て
い
る
例
を
挙
げ
、
日
蓮
の
批
判
を
全
面
的
に
受
け
取
る
事
が
出
来
な
い
」
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
。
（
６
）『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
解
説
参
照
。
（
７
）『
現
代
に
生
き
る　
人
間
日
蓮
』｛
主
婦
の
友
社・
昭
和
五
十
三
年
刊
｝
所
収
「
対
談　
梅
原　
猛vs
田
村
芳
朗
」
で
の
梅
原
氏
の
発
言
。
お
そ
ら
く
大
尼
か
ら
の
資
援
に
よ
る
比
叡
山
遊
学
は
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
、
梅
原
氏
の
発
言
を
重
く
受
け
止
め
る
の
で
あ
る
。
（
８
）『
授
決
圓
多
羅
義
集
唐
決
上
奥
書
』『
五
輪
九
字
祕
奥
書
釈
』
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
四
巻
｛
昭
和
六
十
三
年　
改
訂
増
補
版
｝
に
「
親
写
本
奥
書
」
と
し
て
、
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
（
９
）
最
澄
『
法
華
秀
句
』
に
つ
い
て
は
、『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
の
頁
を
挙
げ
、
な
お
『
昭
和
新
纂　
国
訳
大
蔵
経
「
天
台
宗
聖
典
」（
宗
典
部
第
一
巻
）』
昭
和
五
年・
（
株
）
「
東
方
書
院
」
刊
の
書
き
下
し
文
に
よ
っ
た
。
な
お
、
望
月
歓
厚
講
述
〔『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻
「
宗
要
篇
第
三
」〕『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
｛
昭
和
八
年・
龍
吟
社
刊
｝
に
よ
り
、『
法
華
秀
句
』『
守
護
国
界
章
』
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
浅
井
円
道
『
観
心
本
尊
抄
』｛
仏
典
講
座
38
大
蔵
出
版・
一
九
八
二
年
刊
）
に
は
、
最
澄
の
出
典
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。
（
10
） 「
上
行
菩
薩
～
～
」
の
語
に
つ
い
て
は
、『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』「
教
学
篇
」
六
二
八
頁
等
を
参
照
の
こ
と
。
21
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
邊
）
【
付
　
記
】
　
本
稿
は
、「
叡
山
で
の
日
蓮
聖
人
研
学
の
記
録
が
な
い
の
は
何
故
か
？
」
と
い
う
疑
問
に
悩
ま
さ
れ
た
時
、
偶
々
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
出
会
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。「
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
」｛
会
場
校　
創
価
大
学
｝
で
発
表
を
申
し
込
ん
だ
が
、
コ
ロ
ナ
騒
動
に
よ
り
、
デ
ー
タ
発
表
と
な
り
、
本
稿
の
三
「
図
録
に
収
め
ら
れ
る
『
秀
句
十
章
鈔
』
の
再
点
検
」。
お
よ
び
五
「
伝
教
大
師
『
法
華
秀
句
』
を
抜
き
書
き
し
た
『
法
華
秀
句
』
に
つ
い
て
」
の
部
分
を
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
に
寄
稿
し
た
。『
秀
句
十
勝
鈔
』
が
龍
口
法
難
後
に
筆
録
さ
れ
た
こ
と
と
、
佐
渡
流
罪
以
降
の
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
最
澄
観
と
の
関
係
に
関
心
を
懐
き
、
そ
の
後
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
次
第
で
あ
る
。
　
「
三
国
四
師
」
の
説
は
、
今
日
、
日
蓮
教
学
に
お
い
て
常
識
と
さ
れ
る
が
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
の
研
鑽
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
の
深
い
思
索
に
接
し
得
る
か
と
愚
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
か
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
は
、
日
蓮
聖
人
の
筆
録
部
分
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
お
い
て
も
、『
図
録
』
に
配
分
さ
れ
、
研
究
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
来
た
感
を
持
つ
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
よ
っ
て
本
稿
が
成
っ
た
こ
と
を
誌
す
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
老
齢
に
加
え
て
、
関
心
の
端
緒
を
誌
し
た
拙
稿
に
過
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
後
賢
諸
師
に
よ
っ
て
、『
秀
句
十
勝
鈔
』
の
意
義
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
愚
言
を
誌
す
次
第
で
あ
る
。
22
日
蓮
学
　
第
四
号
